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◆主な事業内容：資源ゴミリサイクル、アグリ事業 
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【障がいのある方が従事している仕事】 
・アグリ事業（農作業、トラクター運転など） 
・資源ゴミリサイクル（選別・圧縮作業など） 
 
 

 

【障がい者雇用の経緯】 

・1985 年、非鉄金属選別業の展開に当たって、車
椅子での作業を想定していましたが、１年間で
知的障がいや聴覚障がいのある方などを 10 名

ほど雇用しました。 
・1986 年知的障がいのある方の雇用拡大を目的と
して（株）アクスを設立しました。彼らの能力
を活かしながら、彼らも成長していく共存共栄
の世界を目指しています。 

・現在、22 名の障がいのある方が働いています。 
・作業を通して働く意味と厳しさを学んでいただ
くために、職場実習・見学を積極的に受け入れ
ています。 

・京都中小企業家同友会ソーシャルインクルージ
ョン委員会や様々な障がい者就労支援ネットワ
ークに参加し、社会啓発にも取り組んでいます。 

【とくに工夫していること】 
・11 名の障がい者生活相談員が作業の

要として共に働きながら、一人ひと
りの特性・適性を理解し、仕事と生
活の指導・援助に当たっています。 

・予め定めた１年間の勤務日や勤務時

間の変更や残業はありません。これ
は、安定した就労と生活を確立する
ためです。 

・山間地域にあるため、最寄駅からマ
イクロバスで送迎しています。 

・出身の学校・施設の先生や職員との
交流、就労支援機関との関係を継続
的なものにできるように努めてい

ます。 
・繁忙期後の「ご苦労さん会」や地域

のイベントなどに保護者も含めた
参加を促しています。 

 
 
 
 

【Aさんに聞きました】 
・５年目になります。就労移行支援事業所を経て就労しました。その前の会社で緊張と不安から
発作を起こし退職せざるを得なくなりました。 

・ここでは、アグリ事業を担当しています。二人の職場で、ノルマもなく、プレッシャーも少な
く、それに環境もすごく良くて、落ち着いて自分のペースで働けています。 

・ここで働き続けて、会社に貢献したいです。  

障がいのある方の雇用に取組む 

「京都はあとふる企業」です 

 

 

 

 


